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接尾辞「－化」の新用法の成立と展開
Development and Extension of the New Usage 
of the Sino-Japanese Suffix "－Ka（化）"
趙　　　麗　君 　ZHAO, Lijun
１　はじめに
　前稿（趙麗君2012、同2013）では接尾辞「－化」の成立と展開について論じた。
　もともと「化」は二字漢語熟語の後部の構成要素であった。それは中国側の古典語から受け入れ
た漢語であった。江戸中期に、これを転用して、物質の化学変化や状態変化について「□化」とい
う二字漢語熟語を利用して表現することが行われた。こうして「□化」は新たに造語されたり、字
順変化（「化醇」→「醇化」）を生み出した。造語については、『日本国語大辞典（第二版）』「化」
の「語誌」によれば、「「遠西医方名物考補遺」（宇田川榕庵、1834年）に、「verzuursel酸化」とあ
る」とあるが、管見によれば1774年の『解体新書』にある「淆化」がいまのところ初期の例ではな
かろうか。
　次に意味の変容に伴って形式的に接尾辞化し、二字漢語の後部要素から切り出され、前接部にさ
まざまな地域名を受けるようになった。さらに、前接部に漢語だけでなく、カタカナ語や和語など、
さまざまな語種を受けるようになっていった。
　趙（2012、2013）では以上のことを述べた。
　また趙（2016） で、鎌倉時代『玉葉』 に次のような例があることを指摘した。
　　　 凡論其徳望、古今少類者歟、誠是仏法之枢鍵、顕密之棟梁也、于時春秋六十、忽然而煙化、
総為世、別為家、嗟嘆而有余、悲泣而無益、抑人伝云
　この文意は「彼の徳望が高く、古くから今まで彼に及ぶものがいない。（中略）（彼が）春秋六十
年、急に煙化し（死んだ）（後略）」である。この「煙化」はつまり「煙となっていく（人が死ぬ）」
ことを表現したものだと思われる。
　一方、和文では「けぶりとなる」は「死んで火葬にされる。死ぬ。」の意味を表すものもある。
　　　 ゆくへなき空のけぶりとなりぬとも思ふあたりをたちやはなれじ（源氏物語　柏木）
　つまり日本語における「～と/になる」という表現を「□化」で表現したのではないだろうか。「煙
化」からも既に鎌倉時代に、和化漢文などにおいては、日本語の「～と/になる」を「□化」と表
1　チョウ・レイクン。岡山大学大学院博士後期課程。lijunzhao122@yahoo.co.jp。
2　趙麗君2016年５月提出の未公刊博士論文『漢語接尾辞「－化」の成立と意味用法の拡張についての研究』。
3　『玉葉』の用例は『吾妻鏡・玉葉データベース』吉川弘文館（1999）による。
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明治43年～
明治44年 青年 森 鴎外 石灰化
明治44年～
大正２年 雁 森 鴎外 開化
明治44年～
大正２年 或る女 有島武郎 技巧化、芸術化
大正元年～
大正２年 行人 夏目漱石 権化
大正４年 硝子戸の中 夏目漱石 同化
大正５年～
大正６年 明暗 夏目漱石 一転化、現実化
大正６年 惜みなく愛は奪う 有島武郎 精神化、内面化、統合化、男性化
大正11年～
大正２年 多情仏心 里見弴 図案化
大正12年 青銅の基督 長与善郎 不滅化
大正12年～
大正14 侏儒の言葉 芥川龍之介 戯曲化、理想化
昭和２年 文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 口語化、肉化、風化作用
昭和２年 続文芸的な、余りに文芸的な 芥川龍之介 神化、獣化
昭和３年 放浪記 林芙美子 メカニズム化
昭和16年 縮図 徳田秋声 合理化
昭和21年 焼跡のイエス 石川淳 象徴化
昭和23年 人間失格 太宰治 図案化
昭和32年 草の花 福永武彦 具象化
昭和32年 パニック 開高健 集団化
昭和32年 裸の王様 開高健 血肉化、日常化
昭和33年 あすなろ物語 井上靖 一般化
昭和34年 流亡記 開高健 慢性化
昭和37年 砂の女 安部公房 理想化、合理化、意識化
昭和41年 沈黙 遠藤周作 正当化
昭和41年 黒い雨 井伏鱒二 炭化、糖化、固形化、弱体化
昭和43年 青春の蹉跌 石川達三 不良化、正当化、合理化、合法化
昭和47年～
平成１年 剣客商売 池波正太郎 唾液化、大都市化
昭和52年 山本五十六 阿川弘之 右傾化、機械化、近代化、問題化、表面化、簡略化、暗号化、定説化、神格化
昭和52年 若き数学者のアメリカ 藤原正彦
文明化、簡易化、安定化、表面化、合法化、
複雑化、人間化、工業化、近代化、民主化、
正当化、崇高化、高尚化
昭和53年 人民は弱し、官吏は強し 星新一
国産化、商品化、結晶化、製品化、具体化、
能率化、企業化、食品化、具体化、正当化、
倫理化
昭和57年 女社長に乾杯！ 赤川次郎 硬直化
昭和60年
世 界 の 終 わ り と
ハードボイルド・
ワンダーランド
村上春樹
高度化、巨大化、複雑化、映像化、ヴィジュ
アル化、正当化、客体化、数字化、石化、同化、
浄化、複雑化
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現する方法が成立していたと考えられる。
　こうした下地があって、「□化」という漢語を造語したり、化学変化を表す方法が江戸期に容易
に確立したのだと考えられる。
　本稿では、これらを受けて、まず現代語の接尾辞「－化」の用法を概観し、次に従来の用法とは
異なる用法をいくつか指摘し、接尾辞「－化」の用法の展開について論じたい。
　
２　接尾辞「－化」の前接部の変化
２．１　従来の用法
２．１．１　明治期～昭和期の小説において
　まず接尾辞「－化」がどのような語に接続するのが通常の用法であるのかを明らかにするため、
明治期～昭和期の小説から用例を集めた。明治期～昭和期の小説は『新潮文庫の100冊』CD-ROM
を利用した。対象作品とその成立年代は参考文献の末尾に記した。
　さらに、採取した語を『分類語彙表』のどこに出現するかを調査してみた。
　小説に使われた例の中で「神格化」・「獣化」・「血肉化」・「寓話化」・「メガニズム化」などのよう
な『分類語彙表』にない例は省いた。
　　【体の類】「抽象的関係」類：永久化、近代化、組織化、一転化、相対化、現実化
　　　　　　「精神及び行為」類：理想化、開化・文明化、技能化、精神化、具象・抽象・観念化
　　　　　　「人間活動の主体」：日本化、人間化、男性化、図案化
　　　　　　「生産物および用具品物」：活字化、弱体化、機械化
　　【相の類】絶対化、正当化、弱体化
　採取した明治期～昭和期の小説用例の詳細を纏めると［表１］のようになる 。
［表１］明治期～昭和期小説の例
4　2016年６月２日開催の博士論文審査会での辻星児先生、田仲洋己先生のご教示による。
5　明治時代、夏目漱石の作品に一番「－化」の例が多く見られ、11作品のうち、６作品が夏目漱石のものである。
漱石の文章の特徴かもしれない。
年　代 作品名 作　者 用　　例
明治39年 草枕 夏目漱石 永久化、美化
明治39年 坊っちゃん 夏目漱石 徳化、悪化
明治40年 野分 夏目漱石 同化、溶化
明治40年 坑夫 夏目漱石 一転化
明治40年 平凡 二葉亭四迷 悪感化、卑小化
明治42年 それから 夏目漱石 都会化
明治42年 ヰタ・セクスアリス 森鴎外 軟化
明治43年 思い出す事など 夏目漱石 日本化
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　　　勉強している　　＊勉強化している　　＊いま勉強化している
　　　原稿を校正する　＊原稿を校正化する　＊今日原稿を校正化する
　さらに特に「今日」「いま」などをつけて、事態を「出来事」にすると、特に「－化」が使えな
くなる 。これについては影山太郎（2008）が接尾辞「－化」が「出来事」と接続しないことを指摘
している。
　以上より、接尾辞「－化」は明治から昭和にかけ以下の特徴が見られたことになる。
　　・［体の類］即ち「名詞の類」に付く例が多いこと
　　・［用の類］と［その他］即ち「動詞の類」と「接続詞の類」につく例がないこと
　　・「出来事」には接続しにくいこと
　　・抽象的関係や精神的な事柄の表現に多用されること
２．２　漢語動詞に接続する用法の出現
　ところが近年の資料、とくにインターネットに出現する例 を丹念に探索してみると、『分類語彙
表』での分析と異なって、動詞に続くような接尾辞「－化」が見られることがわかった。
２．２．１　漢語動詞に接続する場合の意味
２．２．１．１　可能表現
　たとえば「結婚化」という語がある。用例も数多くみられる。多くは「国際結婚＋化」「（男女と
も）非結婚＋化」「少結婚＋化」「不結婚＋化」「恋愛結婚＋化」のように、何れも「結婚」を限定し、
それに接尾辞「－化」が接続するパターンになるものである。
　このような例を除外し、「結婚」に直接的に「化」と結びつく用例は以下の例が挙げられる。
　　⑴ その一方で、今の30代は、社会環境の変化による結婚化の急激な変化などを直接うけたこと
により、価値観の空白化やモラトリアムがおきているという側面も強くみられます。
 （http://www.gpc.pref.gifu.jp/infomag/gifu/99/ms.html）
　　⑵これからは同性愛の結婚化が進んでいきそうだ。
 （ブログ「サンフランシスコのらりくらり」）
 http://blogs.yahoo.co.jp/yumidoifilm/15917851.html）
　たとえば用例⑴⑵の場合、「結婚できない状態から結婚できる状態に変化する」を表すと思われる。
田窪行則（1986）は「－化」による語の意味を「ある性状・状態にすること/なること」（田窪行
則1986）と一般化している。大多数の場合、そのような解釈が成り立つが、しかしこの場合、「「結
7　接尾辞「－化」は時間が限定された事態の描写には使用できないということである。
8　以下、インターネットの用例は2015年12月末時点の例である。
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２．１．２　『分類語彙表』中の「－化」
　次に「－化」そのものが『分類語彙表』 の中でどのように出現するかを調査した。「02　日本文
化　海外文化　アメリカ文化　伝統文化　異文化　大衆文化　町人文化　若者文化　児童文化　精
神文化　食文化　活字文化」にも「化」があるが、接尾辞「－化」ではないと考えて除外した。
　「－化」は「抽象的関係―作用―同化・強化など」類に属する。『分類語彙表』の「－化」の例は
以下のとおりになる。
　　　１　体の類
　　　１.１　抽象的関係【1.15作用】05　変化　可変　打破　–化（略）／07　固定化　
　　　硬直化　マンネリ化　流動化／10　一転　転化／14　異化　特化　差別化　同化　順化　風
化／15　気化　液化　乳化　炭化　石化　磁化／16　強化　弱化　硬化　軟化　活発化　活
性化　沈静化　浄化　醇化・純化　美化　悪化　劣化　矮小化　深刻化　泥沼化　激化・劇
化　鈍化　深化　俗化／17　合理化　正常化　近代化　欧化　　慣例化　情報化　女性化　
男性化　少子化／18　機械化　電算化　数量化　砂漠化　緑化　都市化　スプロール化　
ドーナツ化　現実化　実用化　空洞化　形骸化
　　　１.３　人間活動および行為【1.33　生活】1.300　文化・歴史・風俗／01　開化　
　　　文明開化
　以上、小説の用例、『分類語彙表』の例を表で纏めると、次の［表２］のようになる。「男性化」
のように、「人間活動の主体」「自然物および自然現象」の二つの項目に属する例もあった。「表２」
は延べ語数として数えた。表の縦欄に取り上げた「体」「用」「相」などは、『分類語彙表』の解説
を借りれば、「体」は名詞の類、「用」は動詞の類、「相」は形容詞の類、その他は、「いわゆる接続
詞の類、感動詞の類、ある種の副詞の類」である。
［表２］『分類語彙表』の分類からみた接尾辞「－化」
　「体の類」「相の類」が多く、「用の類」がみあたらないことがわかる。「用の類」というのは用言
に属する語彙である。たしかに接尾辞「－化」の前接部には動詞類が接続しにくいのは以下の例で
も明らかである。
　　　論文が完成した　＊論文が完成化した　＊今日論文が完成化した
6　『分類語彙表―増補改訂版－』（2004）大日本図書株式会社を利用した。
抽象的関係 自然物および自然現象
人間活動の
主体
人間活動―精
神および行為
生産物およ
び用具物品
自然および
自然現象 総137例
体の類 84 4 8 19 8 3 126
用の類 0 0 0 0 0 0 0
相の類 8 0 0 3 0 0 11
その他 0 0 0 0 0 0 0
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　　　勉強している　　＊勉強化している　　＊いま勉強化している
　　　原稿を校正する　＊原稿を校正化する　＊今日原稿を校正化する
　さらに特に「今日」「いま」などをつけて、事態を「出来事」にすると、特に「－化」が使えな
くなる 。これについては影山太郎（2008）が接尾辞「－化」が「出来事」と接続しないことを指摘
している。
　以上より、接尾辞「－化」は明治から昭和にかけ以下の特徴が見られたことになる。
　　・［体の類］即ち「名詞の類」に付く例が多いこと
　　・［用の類］と［その他］即ち「動詞の類」と「接続詞の類」につく例がないこと
　　・「出来事」には接続しにくいこと
　　・抽象的関係や精神的な事柄の表現に多用されること
２．２　漢語動詞に接続する用法の出現
　ところが近年の資料、とくにインターネットに出現する例 を丹念に探索してみると、『分類語彙
表』での分析と異なって、動詞に続くような接尾辞「－化」が見られることがわかった。
２．２．１　漢語動詞に接続する場合の意味
２．２．１．１　可能表現
　たとえば「結婚化」という語がある。用例も数多くみられる。多くは「国際結婚＋化」「（男女と
も）非結婚＋化」「少結婚＋化」「不結婚＋化」「恋愛結婚＋化」のように、何れも「結婚」を限定し、
それに接尾辞「－化」が接続するパターンになるものである。
　このような例を除外し、「結婚」に直接的に「化」と結びつく用例は以下の例が挙げられる。
　　⑴ その一方で、今の30代は、社会環境の変化による結婚化の急激な変化などを直接うけたこと
により、価値観の空白化やモラトリアムがおきているという側面も強くみられます。
 （http://www.gpc.pref.gifu.jp/infomag/gifu/99/ms.html）
　　⑵これからは同性愛の結婚化が進んでいきそうだ。
 （ブログ「サンフランシスコのらりくらり」）
 http://blogs.yahoo.co.jp/yumidoifilm/15917851.html）
　たとえば用例⑴⑵の場合、「結婚できない状態から結婚できる状態に変化する」を表すと思われる。
田窪行則（1986）は「－化」による語の意味を「ある性状・状態にすること/なること」（田窪行
則1986）と一般化している。大多数の場合、そのような解釈が成り立つが、しかしこの場合、「「結
7　接尾辞「－化」は時間が限定された事態の描写には使用できないということである。
8　以下、インターネットの用例は2015年12月末時点の例である。
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２．１．２　『分類語彙表』中の「－化」
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神文化　食文化　活字文化」にも「化」があるが、接尾辞「－化」ではないと考えて除外した。
　「－化」は「抽象的関係―作用―同化・強化など」類に属する。『分類語彙表』の「－化」の例は
以下のとおりになる。
　　　１　体の類
　　　１.１　抽象的関係【1.15作用】05　変化　可変　打破　–化（略）／07　固定化　
　　　硬直化　マンネリ化　流動化／10　一転　転化／14　異化　特化　差別化　同化　順化　風
化／15　気化　液化　乳化　炭化　石化　磁化／16　強化　弱化　硬化　軟化　活発化　活
性化　沈静化　浄化　醇化・純化　美化　悪化　劣化　矮小化　深刻化　泥沼化　激化・劇
化　鈍化　深化　俗化／17　合理化　正常化　近代化　欧化　　慣例化　情報化　女性化　
男性化　少子化／18　機械化　電算化　数量化　砂漠化　緑化　都市化　スプロール化　
ドーナツ化　現実化　実用化　空洞化　形骸化
　　　１.３　人間活動および行為【1.33　生活】1.300　文化・歴史・風俗／01　開化　
　　　文明開化
　以上、小説の用例、『分類語彙表』の例を表で纏めると、次の［表２］のようになる。「男性化」
のように、「人間活動の主体」「自然物および自然現象」の二つの項目に属する例もあった。「表２」
は延べ語数として数えた。表の縦欄に取り上げた「体」「用」「相」などは、『分類語彙表』の解説
を借りれば、「体」は名詞の類、「用」は動詞の類、「相」は形容詞の類、その他は、「いわゆる接続
詞の類、感動詞の類、ある種の副詞の類」である。
［表２］『分類語彙表』の分類からみた接尾辞「－化」
　「体の類」「相の類」が多く、「用の類」がみあたらないことがわかる。「用の類」というのは用言
に属する語彙である。たしかに接尾辞「－化」の前接部には動詞類が接続しにくいのは以下の例で
も明らかである。
　　　論文が完成した　＊論文が完成化した　＊今日論文が完成化した
6　『分類語彙表―増補改訂版－』（2004）大日本図書株式会社を利用した。
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向が私たちにはあるようです。それが武術の「スポーツ化」であり、学問の「受験勉強化」
であり、危機意識の低さ、気づきの遅さ、感覚の鈍さをつくり出しているのだと思います。
 （http://www.dou-shuppan.com/dou_w/jo1504/）
　　⑹韓国の勉強化社会は凄いなぁ～…、そう思っていた時期もあった。
 （http://kankoku-keizai.jp/blog-entry-25385.html）
　　⑺ それでも、ロックは、日本の家族と性別役割と幅広い文化価値観がある限り、中年期の女性
の心理・身面での生活が急激に「西欧化」（病気化・医療化）することはないだろうと確信
していた。
 （www.niph.go.jp/wadai/mhlw/1999/h1115005.pdf）
　　⑻ 「問題」の病気化？//新たなエジソンは生まれうるのだろうか//「思春期危機」はなぜ使
われなくなったのか//子どもはわからなくなったのか//テレビゲームや通信技術の発展が
もたらすもの//児童青年精神医学がになうもの//
 （http://www.nippyo.co.jp/book/3155.html）
　用例はインターネット上に集中している。新聞記事のような正式な場ではこのような用法が少な
い。
　影山太郎（2008）の一般化はおおむね妥当であるが、現代メディアの中ではその一般化から少々
外れるような例も出現していることになる。
２．3　和語動詞を接続する用法の出現
　さらに近年、接尾辞「－化」が和語動詞を前接する用法が出現している。筆者が見た初出の例は
2003年の「見える化」の例である。「見える化」は元来、管理の専門用語として使われた。次例の
ように、「知識外化」や「可視化」の代わりに使われることもある。新聞記事、書籍名、インターネッ
トでは次のような例がある。
　　⑼ この“見える化”は事実の徹底的な確認を集団で行うということであり、つまりはGenchi　
Genbutsuの延長線上にあるものだ。Genchi　Genbutsuというモノづくりの知恵が販売にも
生きていくところに、トヨタという会社の面白さがある。（『朝日新聞』2003年11月01日）
　　⑽ 『ITプロジェクトの「見える化」～下流工程編～』（日経ＢＰ社　2006　独立行政法人情報
処理推進機構（IPA）・ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）編）という書
籍名
　　⑾ 先進的なＩＴ技術をベースとし個人や組織の活動から製品やサービスまで多様な情報の革新
的な知識外化（みえる化）システムの研究開発（『朝日新聞』2012年02月10日）
　　⑿ 最新のPCにリプレイスされた際の消費電力削減効果を見える化するためのツールです…
Webのツールを使って手軽に可視化することが可能です。（『朝日新聞』2011年08月25日）
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婚」という状態にする/なる」とは考えられない。「～できる」「ある物事をする可能性がある」の
意味を表すだろう。
　「結婚化」と同じように、次例「開業化」も「～できない状態から～できる状態に変化する」と
いう可能性を表す例が存在する。
　　⑶＜事業資金０円で開業化 ＞
　　　中高年の登山熱は今や都会や地方、関係なく広がり、登山人口は900万人にも達したと言わ
れています。つまり、登山界には膨大な市場があるのです。登山ビジネスの中で、最も気軽
に取り組めるのが、山行、登山ツアーです。何も旅行会社のようにバスを使う必要はありま
せん。参加者同士のマイカーの乗合でいいのです。事務所も必要ありません。インターネッ
トや広告で募集し、資料や申込書を送るだけです。
 （http://www9.plala.or.jp/romp/sub%20sunkoh%20business.html）
　　⑷欧米の総合医の間では、医師が相互に共同するグループ開業化が進んでおり、事務や設備の
共同化によってコスト低減効果と、勤務時間を補完しあうことで加重労働を回避できる機能
を持っている。
 （kaken.nii.ac.jp/pdf/2012/seika/C.../22590496seika.pdf）
　「事業資金０円で開業化」は「事業資金０円で開業する状態にできる」という意味であろう。
　以上のような用例は公的な文章には出現しにくいが、ネット上では比較的多くの用例を見つける
ことができる。接尾辞「－化」は「できる状態への変化」という可能表現の意味を獲得しつつある
のではなかろうか 。
　可能表現が動作動詞と異なっていて、特定の出来事を表さず、属性を表すことは従来からも指摘
されている（影山太郎1993など）。つまり接尾辞「－化」が状態の変化を表すという基本的な意味
用法から逸脱しない範囲内で接続する語彙を拡大させていることになる。
２．２．１．２　習慣表現
　動詞接続の接尾辞「－化」が習慣性 を表しているようにみえる例もある。以下は「勉強化」「病
気化」の例である。
　　⑸本来の意味や心を置き去りにして、形骸化させて言葉や見かけの動作だけを伝えてしまう傾
9　「事業資金０円で開業」でもよいはずである。可能性を表す例として考えられると思う。小林英樹（2004）で
も「計量化」を可能表現とみるという指摘もある。
10　他に「ねいみんぐも独身貴族卒業化計画とか、たくさん育てよう計画とか。」という例もあった。これは少
子化を食い止めるために「独身をやめさせて結婚させる」「子供をたくさん育てる」という意味である。こ
の場合の「卒業化」は「卒業スル」の意味であるが、そこには「結婚しない（できない）人」を「結婚させ
る（できるようにする）」という可能の意味が含まれているのではなかろうか。
11　「習慣性」とは、時間的限定性を持たず、日日状態的性質を述べるものと考える。
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向が私たちにはあるようです。それが武術の「スポーツ化」であり、学問の「受験勉強化」
であり、危機意識の低さ、気づきの遅さ、感覚の鈍さをつくり出しているのだと思います。
 （http://www.dou-shuppan.com/dou_w/jo1504/）
　　⑹韓国の勉強化社会は凄いなぁ～…、そう思っていた時期もあった。
 （http://kankoku-keizai.jp/blog-entry-25385.html）
　　⑺ それでも、ロックは、日本の家族と性別役割と幅広い文化価値観がある限り、中年期の女性
の心理・身面での生活が急激に「西欧化」（病気化・医療化）することはないだろうと確信
していた。
 （www.niph.go.jp/wadai/mhlw/1999/h1115005.pdf）
　　⑻ 「問題」の病気化？//新たなエジソンは生まれうるのだろうか//「思春期危機」はなぜ使
われなくなったのか//子どもはわからなくなったのか//テレビゲームや通信技術の発展が
もたらすもの//児童青年精神医学がになうもの//
 （http://www.nippyo.co.jp/book/3155.html）
　用例はインターネット上に集中している。新聞記事のような正式な場ではこのような用法が少な
い。
　影山太郎（2008）の一般化はおおむね妥当であるが、現代メディアの中ではその一般化から少々
外れるような例も出現していることになる。
２．3　和語動詞を接続する用法の出現
　さらに近年、接尾辞「－化」が和語動詞を前接する用法が出現している。筆者が見た初出の例は
2003年の「見える化」の例である。「見える化」は元来、管理の専門用語として使われた。次例の
ように、「知識外化」や「可視化」の代わりに使われることもある。新聞記事、書籍名、インターネッ
トでは次のような例がある。
　　⑼ この“見える化”は事実の徹底的な確認を集団で行うということであり、つまりはGenchi　
Genbutsuの延長線上にあるものだ。Genchi　Genbutsuというモノづくりの知恵が販売にも
生きていくところに、トヨタという会社の面白さがある。（『朝日新聞』2003年11月01日）
　　⑽ 『ITプロジェクトの「見える化」～下流工程編～』（日経ＢＰ社　2006　独立行政法人情報
処理推進機構（IPA）・ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）編）という書
籍名
　　⑾ 先進的なＩＴ技術をベースとし個人や組織の活動から製品やサービスまで多様な情報の革新
的な知識外化（みえる化）システムの研究開発（『朝日新聞』2012年02月10日）
　　⑿ 最新のPCにリプレイスされた際の消費電力削減効果を見える化するためのツールです…
Webのツールを使って手軽に可視化することが可能です。（『朝日新聞』2011年08月25日）
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婚」という状態にする/なる」とは考えられない。「～できる」「ある物事をする可能性がある」の
意味を表すだろう。
　「結婚化」と同じように、次例「開業化」も「～できない状態から～できる状態に変化する」と
いう可能性を表す例が存在する。
　　⑶＜事業資金０円で開業化 ＞
　　　中高年の登山熱は今や都会や地方、関係なく広がり、登山人口は900万人にも達したと言わ
れています。つまり、登山界には膨大な市場があるのです。登山ビジネスの中で、最も気軽
に取り組めるのが、山行、登山ツアーです。何も旅行会社のようにバスを使う必要はありま
せん。参加者同士のマイカーの乗合でいいのです。事務所も必要ありません。インターネッ
トや広告で募集し、資料や申込書を送るだけです。
 （http://www9.plala.or.jp/romp/sub%20sunkoh%20business.html）
　　⑷欧米の総合医の間では、医師が相互に共同するグループ開業化が進んでおり、事務や設備の
共同化によってコスト低減効果と、勤務時間を補完しあうことで加重労働を回避できる機能
を持っている。
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　「事業資金０円で開業化」は「事業資金０円で開業する状態にできる」という意味であろう。
　以上のような用例は公的な文章には出現しにくいが、ネット上では比較的多くの用例を見つける
ことができる。接尾辞「－化」は「できる状態への変化」という可能表現の意味を獲得しつつある
のではなかろうか 。
　可能表現が動作動詞と異なっていて、特定の出来事を表さず、属性を表すことは従来からも指摘
されている（影山太郎1993など）。つまり接尾辞「－化」が状態の変化を表すという基本的な意味
用法から逸脱しない範囲内で接続する語彙を拡大させていることになる。
２．２．１．２　習慣表現
　動詞接続の接尾辞「－化」が習慣性 を表しているようにみえる例もある。以下は「勉強化」「病
気化」の例である。
　　⑸本来の意味や心を置き去りにして、形骸化させて言葉や見かけの動作だけを伝えてしまう傾
9　「事業資金０円で開業」でもよいはずである。可能性を表す例として考えられると思う。小林英樹（2004）で
も「計量化」を可能表現とみるという指摘もある。
10　他に「ねいみんぐも独身貴族卒業化計画とか、たくさん育てよう計画とか。」という例もあった。これは少
子化を食い止めるために「独身をやめさせて結婚させる」「子供をたくさん育てる」という意味である。こ
の場合の「卒業化」は「卒業スル」の意味であるが、そこには「結婚しない（できない）人」を「結婚させ
る（できるようにする）」という可能の意味が含まれているのではなかろうか。
11　「習慣性」とは、時間的限定性を持たず、日日状態的性質を述べるものと考える。
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か、ということを述べた。接尾辞「－化」が接続するのは「（内的）属性」のみであると結論づけ
ているのである。接尾辞「－化」が和語動詞をともなうことができるのは、可能な状態を表す場合
にかぎられ、可能状態というのは「（内的）属性」だからだと考えられる。
3　接尾辞「－化」造語の意味的変容
　前節では接尾辞「－化」が漢語動詞や和語動詞に接続して、新たに可能な状態や習慣性の意味を
表していることを述べた。本節では接尾辞「－化」が従来と同様に名詞を接続する場合でありなが
ら、意味的に前代と異なっている点について述べたい。
3．１　「地域名＋化」の意味的な変化
　「地域名＋化」については趙（2012） ・趙（2013）でも指摘したが、「地域名＋化」の意味は「あ
る国の所有になる」「ある国の国籍にはいる」「某地域が有するある種の属性になること」という意
味であった。雑誌『太陽』からの用例を挙げる。
　・ある地域のものを吸収、消化し、自分のものになること。
　　⒃ 中古は最も盛に行はれ、既に日本化して外國のものとは思はれざりし有樣にて、（宮島春松「日
本の音楽」『太陽』所収1895年３月）
　　⒄ 下り者の勢ひ隆々當る可らざるものあるに似たり、且つ其の殘り居る少數の優者さへ、何分
の東京化せられざるは無し、これ猶ほ總ての和犬が概ね幾らか洋犬の血脈を受け居るが如し、
（青柳猛『中央公論』『太陽』所収1901年１月）
　・他国の人を説教する、または侵略すること。
　　⒅ 實は教化といはんより寧ろ日本化したる説教とこそ謂べけれ。（久米邦武「倫理の改良（二）」
『太陽』所収1895年６月）
　　⒆ 宗教等を棄てゝ支那の言語、習慣、宗教等を取り、全く支那化せられたり、是れ契丹、女眞、
蒙古等の種類は兵力の一點に……（中西牛郎「清朝全盛の時代」『太陽』所収1895年６月）
　・某地域が有するある種の属性になること。
　　⒇ 臺灣島の土人は熟蕃及生蕃の二種にして熟蕃は稍々支那化したるものなれども生蕃は全く支
那を敵とし……（『太陽』所収1895年５月）
　　㉑ 天竺半島の氣候風物は殆ど全く彼等を東洋化したりしなり柿崎正治氏最近の帝國文學紙上に
於て印度の戯曲に……（『太陽』1895年８月）
　しかし、現代日本語において、「地域名＋化」は次のように用いられるのが主流である。
　　㉒ 「西洋化」に代わる物語を『中国化する日本』
12　 趙麗君（2012）では「－化」が接尾辞するにあたっては地域名、固有名詞、民族名などの名称を表す名詞を
前接部におくことから始まったのではないかという案を述べた。
13　作者、作品名の出典を取り上げてないものは、コーパス『太陽』において、作者・作品名不詳のものである。
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　「見える化」のほかには次のような「和語動詞＋化」もある。例えば「わかる化」がその例である。
　　⒀日本テクノでは、電気の“見える化”と“理解る化”でさまざまな企業様の節電をサポートし
てまいりました。（『朝日新聞』2011年09月01日）
　　⒁データベースを分析すればさまざまなことがわかる。営業プロセスの「見える化」なら、こ
ちらはデータ分析することによって「分かる化」が促進される。
 （http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Watcher/20060320/232876/）
　「直せる化」「言える化」という例もあった。以下のとおり。
　　⒂ソフトウェア開発プロジェクトの「プロセスの状態を可視化（見える化）する」方法を実践
的に解説しています。また、単にプロセスの状態を見える化するだけでなく、複合的な問題
の根本原因を的確に言い当てる「言える化」、それを基に問題を改善・解決できるようにす
る「直せる化」まで解説しています。また、経験豊富なマネージャが考えることを各種のチェッ
クシートやパターン分類表（症例分類表や失敗事例データベース）などに体系化し、巻末に
一式掲載しています。
 （http://coin.nikkeibp.co.jp/coin/nc/books/mieru２/）
　用例も「見える化」「理解る化」「直せる化」「言える化」以外には見当たらない。すべて企業の
ＩＴプロジェクトに関わる例である。「可視化」などを分かりやすく言い換えたものと考えられ、
現代語としてはまだ一部でのみ用いられている用語だと考えられる。
　和語動詞に接続するのであるが、その和語動詞の特徴としては「見える」「言える」「理解る」「直
せる」のような可能動詞にほぼ限られていると言ってよいと思う。前代より「－化」は状態変化を
表す用法があったが、さらに加えて、可能な状態への変化を表す用法を獲得したということになる。
　和語動詞に接続する例はまだ一部で用いられている用語ではあるが、接尾辞「－化」の基本的な
用法の範囲内で生じている用法だと考えられ、不自然さが軽減されているので、今後、定着してい
く可能性は十分にある。接尾辞「－化」の新しい用法として注目される用法である。
　なぜこのような用法が出現したのだろうか。影山太郎（2008）は開始・終了の時間を明示できる
「事象叙述」と、開始・終了の時間を明確にできない「属性叙述」の２タイプにわけ、さらに事象
叙述を「出来事」、「状態」、属性叙述を「準属性」と「属性」に分割した。
　　　事象叙述（開始・終了の時間を明示できる）
　　　　　　　　出来事　彼は2003年に大学を卒業した。
　　　　　　　　状態　彼は1997年から2005年まで学生だった。
　　　属性叙述（開始・終了の時間を明確にできない）
　　　　　　　　準属性　彼は（ふだんは）愛想がよい。
　　　　　　　 （内在的）属性　彼は（＊ふだんは）長身だ。
　そして、「（内在的）属性」とそれ以外を区別する方法として接尾辞「－化」が接続できるかどう
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［表3］『朝日新聞』1946～1981見出しの例
　以下［表４］が1984年～2012年『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）本文からの用例であ
る。
資料名 年代 用例
『朝日
新聞』
見出し
1946 独の非武装化
1947 学校の商店化
1948 都市不燃化、日本の非武装化
1949 中共を貿易正常化、産業を国有化
1950 戦乱局地化、船舶金融を円滑化、次第に活発化、暴力化、朝鮮人の騒乱波状化、戦時化
1951 中小造船救済問題化、経営健全化、細分化、北海道基地化、非合法化、学術研究をトーキー化
1952 新政策具体化、老年化、辻政信氏の演説問題化
1953 集中化、国境正常化、算定方式単純化、「三割休暇」の影響深刻化、出版社の百貨店化、高率適用の運用強化
1954 立法具体化、外交関係正常化、貿易自由化、中立化、選挙公明化、闘争長期化、容易化、困難化、中共機の空襲活発化、予算大綱配分を重点化
1955 健全化、漢字簡略化、国府孤立化、合併具体化、中年労働者に深刻、オートメーション化、澎湖島を軍事基地化、明白化
1956 人気化、キプロス化、社・労の統一、具体化、深刻化
1957 石炭鉱業の社会化、第二次農地集団化、インドネシアと国交正常化、中欧非核武装化
1958 民主党派・人民公社化、西ベルリン自由市化、“社会党、右傾化、青少年の不良化、為替自由化
1959
国土美化、金化・銀化、タバコ税の譲与税化、NATOの弱体化、大豆輸入自由化、国会正常化、南極の平
和化、北里博士を舞台化、出入国手続き簡素化、貿易・為替の完全自由化、貿易外支払い自由化、予算編成
本格化
1960 政治問題化、全逓の団交妥結へ“定員化”、農村組織化、選挙公明化、進む企業の系列化、TVスタジオをオートメ化、カナダ銀行国有化、自衛隊の用語平易化、衣食住に「洋風化」
1961 沖縄基地恒久化、二つの中国化、非スターリン化、外人商社42をイラク化、企業の“総合機械化”
1962 集約化、深刻化
1963 合併の基準を明白化
1964 合理化、財政硬直化、全国ネット化、慢性化、空間つくる　“ハリネズミ化”、農政近代化、マンモス化
1965 アジア工業化、株の投機化、戦時経済化、技術輸出「企業化」、原潜基地化、非行化、米国化、暴力団の争いは潜行化、アフリカを核禁化、社説の口語体化、総武線複々線化、進む系列化
1966 革命化、マンネリ化、吉川を美化、日本化、一三〇〇カ所マンモス化、政治情勢の流動化、水爆の実戦化、教育の官僚化、県議選を公営化、報酬体系の適正化、中国、ベトコン愛国者孤立化、タイ・将来ベトナム化
1967 単純化、活発化、流動化、近代化、国境問題・柔軟化、心の砂漠化、宅地化、広域化、条約草案化、西独のネオナチ化、ビル高層化、汚職はますます巧妙化、日本の近代文学をTV化
1968
書物の娯楽化、電算機による“無人化”、分極化、輸出商品高級化、無害化、多極化、複々線化、差別自由化、
軽量・小型化、凶悪・大型化、炭鉱国有化、道玄坂の高層ビル化、同質化、資料カード化、大幅自由化、国
家民主党の非合法化、研修生・有給で定員化、部品の一部自由化、皮製品もワク弾力化
1969
トランジスタ化、英でも「砂の女」の舞台化、「新全総」予算化、義務教育の完全無償化、住宅量産化、関
係緊密化、小型・多発化、病院の専門化、超自動化、省力化、市街化、情報化、情報化、ベトナム化、放射
線で均一化、清掃圏作り広域化、国・私立とも特殊法人化、部品JIS化急ぐ、カラーTVのIC化
1973 反共主義がさらに明白化
1975
陳腐化、都は自然公園化、政治の世界も女性化、急進化、トルコ系の連邦化、経営多角化、旧式化、財政窮
乏化、下水の飼料化、駐車場化、農村近代化、反米化、600人集まり「むつ」の母港化、市街化、財産の夫
婦平等化、サービスも敏速化、白書個人分は零細化、国内民主化、大幅合理化、人間尊重と合理化、価格の
指数化、ソ連でオペラ化、大企業を中小企業化、労使関係あいまい化、本格的に電算化、供給安定化、海水
淡水化、「法華経」のLP化
1976 温暖化
1978 外食産業もPOS化
1980 老齢化、ICBM移動式化、社会の「母性化」、「国家補償」明確化、“武器”を持ち凶暴・集団化、保守化
1983 OA化、まずワープロを導入
1981 家庭の老齢化・ミニ化、ビル化
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　これが「中国の領土になる」や「中国の国籍に入る」というような具体的な意味ではなく、「中
国化する日本」は「日本」が中国風のスタイルを纏うという意味であり、属性変化を表すものだと
考えられる。「地域名＋化」の意味が、具体的な意味ではなく、抽象的な属性変化に使用されてい
る例と思われる。
　この意味については、影山太郎（2007）も同様である。
　「アジアが欧米化する」というのは「アジアの国が欧米の国になる」という意味ではない。アジ
ア諸国を成り立たせている構成要素の一つとしての「生活様式」が欧米風になるという意味である。
　なぜこのような意味変化が生じたかというと、接尾辞「－化」が具象的な名詞に接続して抽象的
な意味を表すという用法が主流になったからではなかろうか。これは次に述べる。
3．２　接尾辞「－化」造語の意味の抽象化
　すでに述べたように明治から昭和までの「－化」の用法を振り返ってみると、前接部は殆ど体の
類と相の類であり、全てが抽象的、精神的な範囲に属する（2.1.1）。ある具体的な存在を表す語（具
象物）に「－化」を普通使わないことが分かる。相の類の例は小説に見られなかった。
　その理由については、相の類の例について小林英樹（2004）が記述していることが参考になる。
以下、引用する。
　　　「ＶＮ化」は、ＶＮに比べて、項に抽象的な事態を表す傾向が強いようである。（ＶＮなら、
項に具体的なものを要求し、具体的な事態を表すというわけではない。）
　田窪行則（1986）より、ＶＮが状態の部分に、「ＶＮ化」が変化の部分に焦点が当たっているこ
とが指摘されている。
　　　「ＶＮ化」のＶＮは、何らかの変化を表しており、変化後の状態を意味の中に含んでいる。
変化を表さない（したがって、変化後の状態を意味の中に含まない）ＶＮに「化」が付加さ
れた例もある。この場合、ＶＮと「ＶＮ化」の違いは、はっきりしている。
　以上のことから、品詞「体の類」、「相の類」、「用の類」はすべて抽象的な意味、或いは事項を表
すことが従来の用法であったと言えるだろう。即ち、「抽象物＋化」で抽象的な意味を表す。
　ところが最近の例をみると、従来の接尾辞「－化」とは異なるような例がみられる。『毎日新聞』
『産経新聞』（1997年・1998年）延べ語数4986例、『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）1946
～1981見出し、1984年～2012年本文から用例を網羅し、全部で延べ語数585例を集めた。
　以下［表３］が『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）1946～1981見出しの例である。
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［表3］『朝日新聞』1946～1981見出しの例
　以下［表４］が1984年～2012年『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）本文からの用例であ
る。
資料名 年代 用例
『朝日
新聞』
見出し
1946 独の非武装化
1947 学校の商店化
1948 都市不燃化、日本の非武装化
1949 中共を貿易正常化、産業を国有化
1950 戦乱局地化、船舶金融を円滑化、次第に活発化、暴力化、朝鮮人の騒乱波状化、戦時化
1951 中小造船救済問題化、経営健全化、細分化、北海道基地化、非合法化、学術研究をトーキー化
1952 新政策具体化、老年化、辻政信氏の演説問題化
1953 集中化、国境正常化、算定方式単純化、「三割休暇」の影響深刻化、出版社の百貨店化、高率適用の運用強化
1954 立法具体化、外交関係正常化、貿易自由化、中立化、選挙公明化、闘争長期化、容易化、困難化、中共機の空襲活発化、予算大綱配分を重点化
1955 健全化、漢字簡略化、国府孤立化、合併具体化、中年労働者に深刻、オートメーション化、澎湖島を軍事基地化、明白化
1956 人気化、キプロス化、社・労の統一、具体化、深刻化
1957 石炭鉱業の社会化、第二次農地集団化、インドネシアと国交正常化、中欧非核武装化
1958 民主党派・人民公社化、西ベルリン自由市化、“社会党、右傾化、青少年の不良化、為替自由化
1959
国土美化、金化・銀化、タバコ税の譲与税化、NATOの弱体化、大豆輸入自由化、国会正常化、南極の平
和化、北里博士を舞台化、出入国手続き簡素化、貿易・為替の完全自由化、貿易外支払い自由化、予算編成
本格化
1960 政治問題化、全逓の団交妥結へ“定員化”、農村組織化、選挙公明化、進む企業の系列化、TVスタジオをオートメ化、カナダ銀行国有化、自衛隊の用語平易化、衣食住に「洋風化」
1961 沖縄基地恒久化、二つの中国化、非スターリン化、外人商社42をイラク化、企業の“総合機械化”
1962 集約化、深刻化
1963 合併の基準を明白化
1964 合理化、財政硬直化、全国ネット化、慢性化、空間つくる　“ハリネズミ化”、農政近代化、マンモス化
1965 アジア工業化、株の投機化、戦時経済化、技術輸出「企業化」、原潜基地化、非行化、米国化、暴力団の争いは潜行化、アフリカを核禁化、社説の口語体化、総武線複々線化、進む系列化
1966 革命化、マンネリ化、吉川を美化、日本化、一三〇〇カ所マンモス化、政治情勢の流動化、水爆の実戦化、教育の官僚化、県議選を公営化、報酬体系の適正化、中国、ベトコン愛国者孤立化、タイ・将来ベトナム化
1967 単純化、活発化、流動化、近代化、国境問題・柔軟化、心の砂漠化、宅地化、広域化、条約草案化、西独のネオナチ化、ビル高層化、汚職はますます巧妙化、日本の近代文学をTV化
1968
書物の娯楽化、電算機による“無人化”、分極化、輸出商品高級化、無害化、多極化、複々線化、差別自由化、
軽量・小型化、凶悪・大型化、炭鉱国有化、道玄坂の高層ビル化、同質化、資料カード化、大幅自由化、国
家民主党の非合法化、研修生・有給で定員化、部品の一部自由化、皮製品もワク弾力化
1969
トランジスタ化、英でも「砂の女」の舞台化、「新全総」予算化、義務教育の完全無償化、住宅量産化、関
係緊密化、小型・多発化、病院の専門化、超自動化、省力化、市街化、情報化、情報化、ベトナム化、放射
線で均一化、清掃圏作り広域化、国・私立とも特殊法人化、部品JIS化急ぐ、カラーTVのIC化
1973 反共主義がさらに明白化
1975
陳腐化、都は自然公園化、政治の世界も女性化、急進化、トルコ系の連邦化、経営多角化、旧式化、財政窮
乏化、下水の飼料化、駐車場化、農村近代化、反米化、600人集まり「むつ」の母港化、市街化、財産の夫
婦平等化、サービスも敏速化、白書個人分は零細化、国内民主化、大幅合理化、人間尊重と合理化、価格の
指数化、ソ連でオペラ化、大企業を中小企業化、労使関係あいまい化、本格的に電算化、供給安定化、海水
淡水化、「法華経」のLP化
1976 温暖化
1978 外食産業もPOS化
1980 老齢化、ICBM移動式化、社会の「母性化」、「国家補償」明確化、“武器”を持ち凶暴・集団化、保守化
1983 OA化、まずワープロを導入
1981 家庭の老齢化・ミニ化、ビル化
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　これが「中国の領土になる」や「中国の国籍に入る」というような具体的な意味ではなく、「中
国化する日本」は「日本」が中国風のスタイルを纏うという意味であり、属性変化を表すものだと
考えられる。「地域名＋化」の意味が、具体的な意味ではなく、抽象的な属性変化に使用されてい
る例と思われる。
　この意味については、影山太郎（2007）も同様である。
　「アジアが欧米化する」というのは「アジアの国が欧米の国になる」という意味ではない。アジ
ア諸国を成り立たせている構成要素の一つとしての「生活様式」が欧米風になるという意味である。
　なぜこのような意味変化が生じたかというと、接尾辞「－化」が具象的な名詞に接続して抽象的
な意味を表すという用法が主流になったからではなかろうか。これは次に述べる。
3．２　接尾辞「－化」造語の意味の抽象化
　すでに述べたように明治から昭和までの「－化」の用法を振り返ってみると、前接部は殆ど体の
類と相の類であり、全てが抽象的、精神的な範囲に属する（2.1.1）。ある具体的な存在を表す語（具
象物）に「－化」を普通使わないことが分かる。相の類の例は小説に見られなかった。
　その理由については、相の類の例について小林英樹（2004）が記述していることが参考になる。
以下、引用する。
　　　「ＶＮ化」は、ＶＮに比べて、項に抽象的な事態を表す傾向が強いようである。（ＶＮなら、
項に具体的なものを要求し、具体的な事態を表すというわけではない。）
　田窪行則（1986）より、ＶＮが状態の部分に、「ＶＮ化」が変化の部分に焦点が当たっているこ
とが指摘されている。
　　　「ＶＮ化」のＶＮは、何らかの変化を表しており、変化後の状態を意味の中に含んでいる。
変化を表さない（したがって、変化後の状態を意味の中に含まない）ＶＮに「化」が付加さ
れた例もある。この場合、ＶＮと「ＶＮ化」の違いは、はっきりしている。
　以上のことから、品詞「体の類」、「相の類」、「用の類」はすべて抽象的な意味、或いは事項を表
すことが従来の用法であったと言えるだろう。即ち、「抽象物＋化」で抽象的な意味を表す。
　ところが最近の例をみると、従来の接尾辞「－化」とは異なるような例がみられる。『毎日新聞』
『産経新聞』（1997年・1998年）延べ語数4986例、『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）1946
～1981見出し、1984年～2012年本文から用例を網羅し、全部で延べ語数585例を集めた。
　以下［表３］が『朝日新聞』（『聞蔵ビジュアルⅡ』による）1946～1981見出しの例である。
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　表３によれば、1967年以降、「アルファベット＋化」の例が出現した。これは表記の問題であるが、
このような表記が出現するということは、前接部が非常に自由になっていることの反映である。ま
たその例が具象物であることが特徴である。以下、次のような例がある。
　　㉓1967年「日本の近代文学をTV化」
　　　1969年「部品JIS化急ぐ」
　　　1969年「カラーＴＶのIC化」
　　　1975年「「法華経」のLP化」
　　　1978年「外食産業もPOS化」
　　　1983年「OA化、まずワープロを導入」
　　　1984年「CD-ROM化」）。
　そしてこれらの例は具象物を前接部において、その具象物の意味をほぼ保ち、「ＴＶ（映像）化」
の意味になっている。
　ところが新聞・雑誌・小説・テレビ・インターネットから用例を収集してみると、最近の用法と
しては具象物を接続して抽象的な意味、比喩的な意味を表すようになっているのではないか。接尾
辞「－化」の前接部に具象的な名詞がくる例は、意味的に抽象的な意味になっているという特徴が
ある。以下のような例である。（以下例24～28はいずれもインターネットからの例である）
　　㉔ 「結論を、半年か１年ぐらい遅らせてはどうか」「財政構造改革法（＝制定を急ぎ、後に事
実上、白紙化した）の二の舞は避けるべきだ」といった声も高まっている。
　　㉕ しかし今は家で母親は勉強しろと言い、子供のやすらぐ場所がなくなっている」とし、これ
を「家庭と地域の学校化」と表現する。
　　㉖ 撮った写真をパソコンで加工、アルバム化したり、はがきに印刷、電子メールで送るなど、
お店に出さずとも写真をさまざまな用途に使えることが魅力だ。
　　㉗ 「ハードディスクでたっぷり音楽を聴ける」というのは、iPod誕生当初からの最大の特徴
ですから、これはもう携帯のiPod化としか言いようがありません。
　　㉘ なおLineInからの信号をただ単にMP３化するだけなら
　　㉙ 縮尺定規のすべり具合やボールペンのすすみ（走り）具合などをカラダで覚え、自在にコン
トロールできるようにしていかなければなりませんから。　消しゴムが使えない（消すこと
ができない）ので結構気になるところです。。。（下書きは鉛筆化ですが）
 （http://plaza.rakuten.co.jp/thequestion/diary/200802260000/）
　　㉚ バナナ人とは何ぞや？？？（原文のママ）//答えは、海外生活が長かったりして欧米式の
生活スタイルを送っている中国人。//恐らくは中国系の人々も指すのだろう。彼らは、外
側の皮は黄色いくせに中身は白いというかなりきつめの皮肉である。中国の中でもかなり欧
米よりの上海でさえこんな言葉を聞くとはね。でも、街中の面包（パン）屋は客足が絶えな
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　［表４］『朝日新聞』1984年～2012年本文の例
資料名 年代 用例
『朝日
新聞』
本文
1984
政治問題化／産業構造のサービス化・ソフト化／日本の金融の自由化・国際化／社団法人化／映画やテレビ番組化／処分の合理化、簡易
化／合理化・省力化／金融の自由化・国際化／情報媒体の多様化・高度化／超高齢化社会／分割、民営化／分割・民営化／完全自由化／
関係正常化／チェーン店化／定員の縮減合理化／CD－ROM化
1985
戦争中神格化されていた天皇のイメージ、政治問題化、生活自体を虚構化、一層活性化、宅地化、西鉄電車の地下鉄化、分割・民営化、
社会の高度情報化、機械化、高度情報化、数字化、ソフト化、砂漠化、食生活の洋風化、歳出化、新与党化、常時営業化、通信自由化、
大衆社会化、イベント化、政局流動化、開発・商品化、政治問題化、家畜化、多様化、効率化、通信衛星事業化、税制簡素化、高齢化、
地球温暖化／常時営業化／高度情報化社会／社会の高度情報化／財務体質の強化／開発・商品化／分割・民営化／通信自由化／神格化／
社会現象化／機関委任事務の整理合理化／分割民営化／完全民営化／セクター化／財政硬直化／ベストセラー化／工場自動化／ホワイト
カラー化／流行語化
1986
国立柏病院の総合病院化／軍事大国化／巨大化、複雑化／再資源化／非自由化／許認可の簡素・迅速化／小型、軽量化／市町村教委の統合・
広域化／アフガニスタンの「非同盟・中立化」／両国関係が発展・深化／参拝、完全に行事化／石油製品貿易が将来完全に自由化／日航
の完全民営化／こうした不調和現象を「社会の“朝食化”だ」／活動自由化／関係正常化／金融自由化／組織一本化／地域活性化／日韓国
交正常化／子供たちの世界はますます「ボタン一押し」化
1987
政治集団化／東京の国際都市化／軍事大国化／自由化・民営化／日本列島は多様化、個性化／日本企業は成熟化／再活性化／脱成熟化／
非自由化／タネなしブドウの開発、実用化／地場産業の再生、活性化／国際化都市／機構簡素化／漁村近代化／金融自由化／経済活性化
／国鉄民営化／消費多様化／人員合理化／政治民主化／欧州社会をいかにしてよりアメリカ化＝効率化していくか
1988 日本の経済大国化／超高齢化社会／公共工事の非効率化／完全に自由化／完全自由化／金融自由化／財政健全化
1989
女性専業化／業容の高付加価値化／知的集約化／高層ビル化／再強化／脱工業化／国際化／非合法化／中ソ完全正常化／完全民営化／民
営化／地球の温暖化／地価高騰などから「東京従属都市」化
1990
市廃棄物減容・資源化施設／ソ連、東欧諸国の自由・民主化／社会主義化／ガイドラインの強化／審査体制の大幅強化／活発化／成長す
る子どもたちの勉強もひとり化／社団法人国土緑化推進機構／大阪府緑化推進委員会／地球温暖化／多角経営化
1991 ゴミの減量化・再利用化／超高層化／政情不安定化／脱税の大型化、悪質・巧妙化／JR京都駅を高層化ビル／海水淡水化装置
1992 過疎の村以上の高齢化、無人化／再活性化／地表温暖化／政府は農業分野の「例外なき関税化」
1993
融資の不良債権化／欧米型の車社会化／市場の再生と活性化／分割共有化／地域活性化／地球が寒冷化／内戦本格化／犬や猫は自分が
すっかり家族の一員だと思っているようです。いわゆる“人間化／KLM（オランダ）は二十四時間化／ソ連のアフガニスタン侵攻などで
批准にいたらず、「紳士協定」化
1994
市場経済化／市場化、民営化／日本経済の再活性化／国鉄の分割民営化／防止・細分化／価格自由化／大幅な合理化／看護職員の「院内化」
／これでは自民党は短期間に政権を再奪取できないなと感じた。三十八年間、「超大人」だったのが、いつの間にか「幼稚園児」化してし
まったというふうにいえないこともない。
1995
世界遺産化／社会問題化／NHKでは総合テレビの二十四時間放送化／社会問題化／国際標準化／現地生産化／行政の高度化と専門化／晩
婚化と少子化／整理・合理化／海水淡水化装置／中高等教育無料化／域内の貿易・投資自由化／「バイバイ」化は戦後です。「パパ」や「マ
マ」同様、当時の開放的な時代の気分あふれる語感に人々が飛びつき、その簡便さで日常のあいさつに定着しました。／香港政庁幹部の「香
港人化」／政治が、経済や情報と同様、脱国境化
1996
自己目的化／沖縄の「永久基地化」／農協系金融機関の「再編・合理化」／経営合理化／財政均衡化／社員を五人から十人の小グループ
に分ける「社内分社化」に着手した／開発化
1997 経済の再活性化／再商品化／市場化経済
1998
国際標準化機構（ISO）／住民の高齢化、過疎化／高齢化・少子化時代／日本経済の再活性化／少子高齢化社会／完全自由化／共同化事
業／情報化社会／関係緊密化／金融システム安定化策／経済活性化／財政健全化／審議活性化／戦局深刻化／完全な正常化
1999
米国製暗号製品のデファクト・スタンダード（事実上の標準）化／消費税の福祉目的化／課税の適正・公平化／携帯電話番号11けた化／
市内局番４ケタ化／欧州一体化／経営健全化計画／経営効率化／事業の共同化、分社化／手続き簡素化／情勢が緊迫化／人体の一部から
移植用の組織などを培養するベンチャー企業が設立されることは、日本にも「人体商品化」の時代が到来したことを意味している。
2000
集中管理化／超高齢化、少子化／少子化・人口高齢化／開放・自由化路線／金融再生・健全化／生ごみの堆肥（たいひ）化／トヨタは持
ち株会社化／（欧州で）現地調達化／晩婚化、少子化／大幅に簡素化／関係正常化／政局不安定化／合理化
2001 貿易自由化／ビル高層化／普及実用化／地域の活性化／中海・宍道湖淡水化事業
2002 郵貯の民営化／経済大国化／一般財源化／郵政事業の民営化／準国有化／特殊法人の廃止・統合・民営化
2003
電子県庁化／建設構想の共同事業化／IT技術開発・実用化支援センター／完全子会社化／大幅自由化／時速270キロ化／普通教室の冷房
化予算／CD・ビデオ化／映画やドラマ化／銀行国有化／将来の顧客化
2004
反グローバル化活動／福袋は高級・多様化／福袋は、高級化や多様化／ごみ固形化燃料に加工／経営多角化／抗菌・防かび剤の製品化／
／民営化案
2005
本来任務化／グローバル化・巨大化／事業の減量・効率化／抜本改革と労働運動の再生・活性化／両国間の関係を完全に正常化／「負け犬」
という言葉に続いて、子供を産まない女は「オニババになる」というような題の本が売れていると聞く。たとえ負け犬と言われようと、
オニババ化すると言われようと、「わが道」には何の影響も及ぼさない。／晩婚・非婚化
2006
電子媒体化／軍民共用化／逆温暖化現象／再ドラマ化／超少子高齢化／国指定史跡の実現に向けて、遺跡の全面保存や復元・公園化する
／平行滑走路の2500メートル化／マツダは、バブル期に５系列化／都市のドーナツ化／敷地内を禁煙化／無線通信の高速大容量（ブロー
ドバンド）化／商店街活性化委員会／完全な一本化／系列を一本化
2007
母子家庭化／支払い義務化／紙おむつを固形燃料化する装置／原則自由化／監視社会化／３R（リデュース・リユース・リサイクル＝削減・
再利用・再資源化／反温暖化／医療費完全無料化／完全子会社化／タクシーの全面禁煙化／シャッター街化現象／子どもの医療費無料化
拡大／経営複合化／航空自由化／財政緊縮化／資源国有化政策／家庭ごみの処理手数料有料化／地域活性化／朝鮮半島非核化宣言／天然
資源の国有化／『週刊碁』の編集外注化／輸入豚肉自由化／消費社会が押しつける記号の同一性（世界の「マクドナルド化」）
2008
「有名高校に合格する学力の高い子どもを３年前倒しで確保したい」（中略）都立高校の場合、「中高一貫化」／歴史的事実を卑小化し、
時に伝承や民話を無菌化する／生産現場と消費環境を合理化する外食産業から広がったビジネスモデルは「マクドナルド化」と形容され
る画一化と均一化をもたらした。／非日常的な経験の創出を目的とする「ディズニー化」
2009
「情報ライブ　ミヤネ屋」は全国ネット化／個人崇拝化が本格化／政府の「行政減量・効率化有識者会議」／道路交通の安全・円滑化／
高齢者の移動・流動化／人口減少・少子高齢化時代／土地や設備、有価証券を売って現金化／周りが繰り広げる「結婚大作戦」に翻弄さ
れず、当人たちが次々と「飲み友化」していく／アリバイ的に農業を営む兼業農家（それが表題の「偽装農家」）が「土地成り金」化して
おり／惰性化／昭和妻の夫の「長男化」／不機嫌化が進む職場で、上司の役割も変わってきている。／短大から４年制化／定期接種化／
羽田空港の国際化問題
2011 多角化経営
2012
亜熱帯気候化／妻は生前「あなたが先に逝ったら、草取りをしないですむように石庭にするから」と言っていたが、妻の思いとは裏腹に「植
物園化」している／こうして老若男女のスマホ依存度が増していく。「一億総スマホ化」と言えば大げさか。／娘も早い段階から「母親化」
しているので、現実的な目を持っている。／両首脳が領土交渉を「再活性化」する／脱過激化／脱近代化社会／実質国有化／脱国有化／
自由・民主化／都市再生・活性化／暴動や不買運動が「年中行事化」／家電の消費電力を「見える化」したエコ住宅／市政の見える化／
負担公平化／全域有料化／福祉社会化／高齢社会化／保守化／地デジ化／「福を呼ぶ魚」として「福魚料理」と命名し、メニュー化／遺
伝子組み換え作物の表示義務化／取り調べの完全可視化／空港の愛称化／高速、大量生産化／財政の健全化／駐輪場の（中略）一時無料
化／日本の商社とスーパーが種子と技術を中国に持ち込み、採れた野菜を日本で売るという図式を確認。「野菜のユニクロ化現象です。中
国の産地は日本経済に組み込まれている」と懸念する。
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　表３によれば、1967年以降、「アルファベット＋化」の例が出現した。これは表記の問題であるが、
このような表記が出現するということは、前接部が非常に自由になっていることの反映である。ま
たその例が具象物であることが特徴である。以下、次のような例がある。
　　㉓1967年「日本の近代文学をTV化」
　　　1969年「部品JIS化急ぐ」
　　　1969年「カラーＴＶのIC化」
　　　1975年「「法華経」のLP化」
　　　1978年「外食産業もPOS化」
　　　1983年「OA化、まずワープロを導入」
　　　1984年「CD-ROM化」）。
　そしてこれらの例は具象物を前接部において、その具象物の意味をほぼ保ち、「ＴＶ（映像）化」
の意味になっている。
　ところが新聞・雑誌・小説・テレビ・インターネットから用例を収集してみると、最近の用法と
しては具象物を接続して抽象的な意味、比喩的な意味を表すようになっているのではないか。接尾
辞「－化」の前接部に具象的な名詞がくる例は、意味的に抽象的な意味になっているという特徴が
ある。以下のような例である。（以下例24～28はいずれもインターネットからの例である）
　　㉔ 「結論を、半年か１年ぐらい遅らせてはどうか」「財政構造改革法（＝制定を急ぎ、後に事
実上、白紙化した）の二の舞は避けるべきだ」といった声も高まっている。
　　㉕ しかし今は家で母親は勉強しろと言い、子供のやすらぐ場所がなくなっている」とし、これ
を「家庭と地域の学校化」と表現する。
　　㉖ 撮った写真をパソコンで加工、アルバム化したり、はがきに印刷、電子メールで送るなど、
お店に出さずとも写真をさまざまな用途に使えることが魅力だ。
　　㉗ 「ハードディスクでたっぷり音楽を聴ける」というのは、iPod誕生当初からの最大の特徴
ですから、これはもう携帯のiPod化としか言いようがありません。
　　㉘ なおLineInからの信号をただ単にMP３化するだけなら
　　㉙ 縮尺定規のすべり具合やボールペンのすすみ（走り）具合などをカラダで覚え、自在にコン
トロールできるようにしていかなければなりませんから。　消しゴムが使えない（消すこと
ができない）ので結構気になるところです。。。（下書きは鉛筆化ですが）
 （http://plaza.rakuten.co.jp/thequestion/diary/200802260000/）
　　㉚ バナナ人とは何ぞや？？？（原文のママ）//答えは、海外生活が長かったりして欧米式の
生活スタイルを送っている中国人。//恐らくは中国系の人々も指すのだろう。彼らは、外
側の皮は黄色いくせに中身は白いというかなりきつめの皮肉である。中国の中でもかなり欧
米よりの上海でさえこんな言葉を聞くとはね。でも、街中の面包（パン）屋は客足が絶えな
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　［表４］『朝日新聞』1984年～2012年本文の例
資料名 年代 用例
『朝日
新聞』
本文
1984
政治問題化／産業構造のサービス化・ソフト化／日本の金融の自由化・国際化／社団法人化／映画やテレビ番組化／処分の合理化、簡易
化／合理化・省力化／金融の自由化・国際化／情報媒体の多様化・高度化／超高齢化社会／分割、民営化／分割・民営化／完全自由化／
関係正常化／チェーン店化／定員の縮減合理化／CD－ROM化
1985
戦争中神格化されていた天皇のイメージ、政治問題化、生活自体を虚構化、一層活性化、宅地化、西鉄電車の地下鉄化、分割・民営化、
社会の高度情報化、機械化、高度情報化、数字化、ソフト化、砂漠化、食生活の洋風化、歳出化、新与党化、常時営業化、通信自由化、
大衆社会化、イベント化、政局流動化、開発・商品化、政治問題化、家畜化、多様化、効率化、通信衛星事業化、税制簡素化、高齢化、
地球温暖化／常時営業化／高度情報化社会／社会の高度情報化／財務体質の強化／開発・商品化／分割・民営化／通信自由化／神格化／
社会現象化／機関委任事務の整理合理化／分割民営化／完全民営化／セクター化／財政硬直化／ベストセラー化／工場自動化／ホワイト
カラー化／流行語化
1986
国立柏病院の総合病院化／軍事大国化／巨大化、複雑化／再資源化／非自由化／許認可の簡素・迅速化／小型、軽量化／市町村教委の統合・
広域化／アフガニスタンの「非同盟・中立化」／両国関係が発展・深化／参拝、完全に行事化／石油製品貿易が将来完全に自由化／日航
の完全民営化／こうした不調和現象を「社会の“朝食化”だ」／活動自由化／関係正常化／金融自由化／組織一本化／地域活性化／日韓国
交正常化／子供たちの世界はますます「ボタン一押し」化
1987
政治集団化／東京の国際都市化／軍事大国化／自由化・民営化／日本列島は多様化、個性化／日本企業は成熟化／再活性化／脱成熟化／
非自由化／タネなしブドウの開発、実用化／地場産業の再生、活性化／国際化都市／機構簡素化／漁村近代化／金融自由化／経済活性化
／国鉄民営化／消費多様化／人員合理化／政治民主化／欧州社会をいかにしてよりアメリカ化＝効率化していくか
1988 日本の経済大国化／超高齢化社会／公共工事の非効率化／完全に自由化／完全自由化／金融自由化／財政健全化
1989
女性専業化／業容の高付加価値化／知的集約化／高層ビル化／再強化／脱工業化／国際化／非合法化／中ソ完全正常化／完全民営化／民
営化／地球の温暖化／地価高騰などから「東京従属都市」化
1990
市廃棄物減容・資源化施設／ソ連、東欧諸国の自由・民主化／社会主義化／ガイドラインの強化／審査体制の大幅強化／活発化／成長す
る子どもたちの勉強もひとり化／社団法人国土緑化推進機構／大阪府緑化推進委員会／地球温暖化／多角経営化
1991 ゴミの減量化・再利用化／超高層化／政情不安定化／脱税の大型化、悪質・巧妙化／JR京都駅を高層化ビル／海水淡水化装置
1992 過疎の村以上の高齢化、無人化／再活性化／地表温暖化／政府は農業分野の「例外なき関税化」
1993
融資の不良債権化／欧米型の車社会化／市場の再生と活性化／分割共有化／地域活性化／地球が寒冷化／内戦本格化／犬や猫は自分が
すっかり家族の一員だと思っているようです。いわゆる“人間化／KLM（オランダ）は二十四時間化／ソ連のアフガニスタン侵攻などで
批准にいたらず、「紳士協定」化
1994
市場経済化／市場化、民営化／日本経済の再活性化／国鉄の分割民営化／防止・細分化／価格自由化／大幅な合理化／看護職員の「院内化」
／これでは自民党は短期間に政権を再奪取できないなと感じた。三十八年間、「超大人」だったのが、いつの間にか「幼稚園児」化してし
まったというふうにいえないこともない。
1995
世界遺産化／社会問題化／NHKでは総合テレビの二十四時間放送化／社会問題化／国際標準化／現地生産化／行政の高度化と専門化／晩
婚化と少子化／整理・合理化／海水淡水化装置／中高等教育無料化／域内の貿易・投資自由化／「バイバイ」化は戦後です。「パパ」や「マ
マ」同様、当時の開放的な時代の気分あふれる語感に人々が飛びつき、その簡便さで日常のあいさつに定着しました。／香港政庁幹部の「香
港人化」／政治が、経済や情報と同様、脱国境化
1996
自己目的化／沖縄の「永久基地化」／農協系金融機関の「再編・合理化」／経営合理化／財政均衡化／社員を五人から十人の小グループ
に分ける「社内分社化」に着手した／開発化
1997 経済の再活性化／再商品化／市場化経済
1998
国際標準化機構（ISO）／住民の高齢化、過疎化／高齢化・少子化時代／日本経済の再活性化／少子高齢化社会／完全自由化／共同化事
業／情報化社会／関係緊密化／金融システム安定化策／経済活性化／財政健全化／審議活性化／戦局深刻化／完全な正常化
1999
米国製暗号製品のデファクト・スタンダード（事実上の標準）化／消費税の福祉目的化／課税の適正・公平化／携帯電話番号11けた化／
市内局番４ケタ化／欧州一体化／経営健全化計画／経営効率化／事業の共同化、分社化／手続き簡素化／情勢が緊迫化／人体の一部から
移植用の組織などを培養するベンチャー企業が設立されることは、日本にも「人体商品化」の時代が到来したことを意味している。
2000
集中管理化／超高齢化、少子化／少子化・人口高齢化／開放・自由化路線／金融再生・健全化／生ごみの堆肥（たいひ）化／トヨタは持
ち株会社化／（欧州で）現地調達化／晩婚化、少子化／大幅に簡素化／関係正常化／政局不安定化／合理化
2001 貿易自由化／ビル高層化／普及実用化／地域の活性化／中海・宍道湖淡水化事業
2002 郵貯の民営化／経済大国化／一般財源化／郵政事業の民営化／準国有化／特殊法人の廃止・統合・民営化
2003
電子県庁化／建設構想の共同事業化／IT技術開発・実用化支援センター／完全子会社化／大幅自由化／時速270キロ化／普通教室の冷房
化予算／CD・ビデオ化／映画やドラマ化／銀行国有化／将来の顧客化
2004
反グローバル化活動／福袋は高級・多様化／福袋は、高級化や多様化／ごみ固形化燃料に加工／経営多角化／抗菌・防かび剤の製品化／
／民営化案
2005
本来任務化／グローバル化・巨大化／事業の減量・効率化／抜本改革と労働運動の再生・活性化／両国間の関係を完全に正常化／「負け犬」
という言葉に続いて、子供を産まない女は「オニババになる」というような題の本が売れていると聞く。たとえ負け犬と言われようと、
オニババ化すると言われようと、「わが道」には何の影響も及ぼさない。／晩婚・非婚化
2006
電子媒体化／軍民共用化／逆温暖化現象／再ドラマ化／超少子高齢化／国指定史跡の実現に向けて、遺跡の全面保存や復元・公園化する
／平行滑走路の2500メートル化／マツダは、バブル期に５系列化／都市のドーナツ化／敷地内を禁煙化／無線通信の高速大容量（ブロー
ドバンド）化／商店街活性化委員会／完全な一本化／系列を一本化
2007
母子家庭化／支払い義務化／紙おむつを固形燃料化する装置／原則自由化／監視社会化／３R（リデュース・リユース・リサイクル＝削減・
再利用・再資源化／反温暖化／医療費完全無料化／完全子会社化／タクシーの全面禁煙化／シャッター街化現象／子どもの医療費無料化
拡大／経営複合化／航空自由化／財政緊縮化／資源国有化政策／家庭ごみの処理手数料有料化／地域活性化／朝鮮半島非核化宣言／天然
資源の国有化／『週刊碁』の編集外注化／輸入豚肉自由化／消費社会が押しつける記号の同一性（世界の「マクドナルド化」）
2008
「有名高校に合格する学力の高い子どもを３年前倒しで確保したい」（中略）都立高校の場合、「中高一貫化」／歴史的事実を卑小化し、
時に伝承や民話を無菌化する／生産現場と消費環境を合理化する外食産業から広がったビジネスモデルは「マクドナルド化」と形容され
る画一化と均一化をもたらした。／非日常的な経験の創出を目的とする「ディズニー化」
2009
「情報ライブ　ミヤネ屋」は全国ネット化／個人崇拝化が本格化／政府の「行政減量・効率化有識者会議」／道路交通の安全・円滑化／
高齢者の移動・流動化／人口減少・少子高齢化時代／土地や設備、有価証券を売って現金化／周りが繰り広げる「結婚大作戦」に翻弄さ
れず、当人たちが次々と「飲み友化」していく／アリバイ的に農業を営む兼業農家（それが表題の「偽装農家」）が「土地成り金」化して
おり／惰性化／昭和妻の夫の「長男化」／不機嫌化が進む職場で、上司の役割も変わってきている。／短大から４年制化／定期接種化／
羽田空港の国際化問題
2011 多角化経営
2012
亜熱帯気候化／妻は生前「あなたが先に逝ったら、草取りをしないですむように石庭にするから」と言っていたが、妻の思いとは裏腹に「植
物園化」している／こうして老若男女のスマホ依存度が増していく。「一億総スマホ化」と言えば大げさか。／娘も早い段階から「母親化」
しているので、現実的な目を持っている。／両首脳が領土交渉を「再活性化」する／脱過激化／脱近代化社会／実質国有化／脱国有化／
自由・民主化／都市再生・活性化／暴動や不買運動が「年中行事化」／家電の消費電力を「見える化」したエコ住宅／市政の見える化／
負担公平化／全域有料化／福祉社会化／高齢社会化／保守化／地デジ化／「福を呼ぶ魚」として「福魚料理」と命名し、メニュー化／遺
伝子組み換え作物の表示義務化／取り調べの完全可視化／空港の愛称化／高速、大量生産化／財政の健全化／駐輪場の（中略）一時無料
化／日本の商社とスーパーが種子と技術を中国に持ち込み、採れた野菜を日本で売るという図式を確認。「野菜のユニクロ化現象です。中
国の産地は日本経済に組み込まれている」と懸念する。
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であるかが分かれば、おおよその意味やイメージが伝わるという点において、臨時的な造語 だと
考えるのである。そしてこのような用法を獲得したことで、接尾辞「－化」は非常に簡単に使える
語になったと考える。
　接尾辞「－化」が単に変化を表すという造語成分から、さらに具象的な前接部を比喩的に用い、
抽象的な意味用法を持つようになったのがこの時代なのである。「中国化」するという例も「中国
の領土にして中国の一部にする」という具体的な意味から、「中国風の習慣・風土にする」という
比喩的な意味が中心になったと考えられる。
　
3．3　接尾辞「－化」造語の意味の具象化
　逆に「具象語＋化」が具象的な意味を表すようになっていると考えられる例もわずかながら見ら
れる。以下のとおりである。
　　㉜右二つは、パイロット製４ミリ芯を「鉛筆化」する際、ついでに、やったモン。
 （http://pub.ne.jp/warehouse/?monthly_id=200805）
　「４ミリ芯を「鉛筆化」する」とは、木材に穴を開け、中に４ミリの芯を挿入して鉛筆を作ると
いう作業を指しているものである。「４ミリ芯を鉛筆にする」という程度の意味である。
　具象物を接続して抽象的な意味になる場合と、具象的な意味をもつ場合があるが、その違いはな
ぜ生ずるのであろうか。影山太郎（2008）は次のように述べる。
　　　 「アルコールが気化する」のように、物質がまるごと変化する場合は形式役割の変更に依る
のであり、また、「駅を無人化する」というように構成部分（駅員）の変更を述べる場合は
構成役割の変更に依るのである。
　上述の「鉛筆化」は「４ミリ芯」がそのまま「鉛筆」に変更されるので形式役割の変更になるも
のと思われる。ただしこうした例は用例が少なく、現代語ではあまり用いられていない用法である
といえよう。
４　結論
　趙（2012）、同（2013）と本稿で述べたことを総合してまとめてみる。
　中国の古典語における「化」の用法を調査すると、中国古典語では、「対象物＋「変化後の結果
＋化」」、または「「化＋変化後の結果」＋対象物」の構文であることが分かった。中国の科学書・
科学訳本の「化」の用法を調査すると、中国の科学資料において、「手段＋化」または「化＋変化
後の結果」の語順であることが明らかにした。
　一方、江戸中期以前の日本の古典語では「教化」「帰化」のような二字漢字熟語では意味用法が
16　野村雅昭（1978）による。
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いし誕生日にはケーキを買ってきてハッピーバースデーを歌う。若者は白酒からビール、ワ
インと嗜好が変わる。//日本の様に総バナナ化する日もそう遠くは無いのかも知れない。
そんな事は無いかな？
 （http://hkchina.exblog.jp/740399/）
　　㉛「不二家」化する日本//菓子メーカー大手の不二家が消費期限・賞味期限の切れた材料を使っ
て洋菓子を製造していた事件は、（…中略…）「不二家」化する大学がいずれ続々と出てくる
だろう。政治家だって似たようなものである。これについては先の書き物の続きを付け足し
ておこう。
 （http://blog.tatsuru.com/2007/01/16_0948.php）
　「白紙」は「①白い紙、②書くべきことが書かれていない紙、③生のままで、なんも手が加わっ
ていない状態」三つの意味がある（『大辞林』より）。「白紙化」は物事が白紙のように何でもない
状態。①の意味で、具象物の意味で、比喩的な意味であると考えられる。「学校化」は、学校にな
るではなく、家庭が学校の役割と同じように変化することを表現している。「撮った写真をパソコ
ンで加工、アルバム化」はデジタル写真をパソコンで加工し、紙性のアルバムのように見えるよう
にすることである。伝統的意味の「アルバム」と形式的に異なっている。「アルバムのように加工
したり」と考えられるだろう。
　「携帯のiPod化」とは、「携帯電話をiPodが備わっているある機能を備わるようになる」と解釈
できる。「下書きは鉛筆化です」は「鉛筆を使って、下書きする」或いは「下書きを鉛筆にする」
という意味だろう。「日本の様に総バナナ化する」の「バナナ」は元の意味を失って、「バナナのよ
うな外側が黄色い（アジア系の皮膚）、内側が白い（欧米系の習慣）の意味」である。一見、具象
物に見える「バナナ」が、比喩的な意味を持ち、抽象物と理解してもよいと思われる。「日本の様
に総バナナ化する」は「バナナのような人間」の意味で、抽象的な意味となっている。「不二家化」 、
「iPod化」は「典型的な特徴」（クオリア構造の目的役割に属する ）を利用している。
　以上のように、「化」の前接部に具象物を接続するが、「具象物+化」全体が抽象的な意味を表す
ようになる。さらに、これらの例を分析したところ、「家庭と地域の学校化」「白紙化」「携帯の
iPod化」「日本の様に総バナナ化する」「本をテレビ化する」のように、「構成役割の性質」や「構
成成分の性質」の変化を表す場合、具象物が比喩的な意味を取り、抽象的な意味を表すことが分かっ
た。つまり、具体的な意味での学校になるわけではなく、「家庭と地域」が「学校」のような役割
をする、という意味になっているのである。
　これらは国語辞典などに掲載されるというような語彙ではなく、「化」の前接部がどういうもの
14　この例で「不二家」は事件を起こした会社の体質を象徴している。
15　クオリア構造については、影山太郎（2008）を参照
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であるかが分かれば、おおよその意味やイメージが伝わるという点において、臨時的な造語 だと
考えるのである。そしてこのような用法を獲得したことで、接尾辞「－化」は非常に簡単に使える
語になったと考える。
　接尾辞「－化」が単に変化を表すという造語成分から、さらに具象的な前接部を比喩的に用い、
抽象的な意味用法を持つようになったのがこの時代なのである。「中国化」するという例も「中国
の領土にして中国の一部にする」という具体的な意味から、「中国風の習慣・風土にする」という
比喩的な意味が中心になったと考えられる。
　
3．3　接尾辞「－化」造語の意味の具象化
　逆に「具象語＋化」が具象的な意味を表すようになっていると考えられる例もわずかながら見ら
れる。以下のとおりである。
　　㉜右二つは、パイロット製４ミリ芯を「鉛筆化」する際、ついでに、やったモン。
 （http://pub.ne.jp/warehouse/?monthly_id=200805）
　「４ミリ芯を「鉛筆化」する」とは、木材に穴を開け、中に４ミリの芯を挿入して鉛筆を作ると
いう作業を指しているものである。「４ミリ芯を鉛筆にする」という程度の意味である。
　具象物を接続して抽象的な意味になる場合と、具象的な意味をもつ場合があるが、その違いはな
ぜ生ずるのであろうか。影山太郎（2008）は次のように述べる。
　　　 「アルコールが気化する」のように、物質がまるごと変化する場合は形式役割の変更に依る
のであり、また、「駅を無人化する」というように構成部分（駅員）の変更を述べる場合は
構成役割の変更に依るのである。
　上述の「鉛筆化」は「４ミリ芯」がそのまま「鉛筆」に変更されるので形式役割の変更になるも
のと思われる。ただしこうした例は用例が少なく、現代語ではあまり用いられていない用法である
といえよう。
４　結論
　趙（2012）、同（2013）と本稿で述べたことを総合してまとめてみる。
　中国の古典語における「化」の用法を調査すると、中国古典語では、「対象物＋「変化後の結果
＋化」」、または「「化＋変化後の結果」＋対象物」の構文であることが分かった。中国の科学書・
科学訳本の「化」の用法を調査すると、中国の科学資料において、「手段＋化」または「化＋変化
後の結果」の語順であることが明らかにした。
　一方、江戸中期以前の日本の古典語では「教化」「帰化」のような二字漢字熟語では意味用法が
16　野村雅昭（1978）による。
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いし誕生日にはケーキを買ってきてハッピーバースデーを歌う。若者は白酒からビール、ワ
インと嗜好が変わる。//日本の様に総バナナ化する日もそう遠くは無いのかも知れない。
そんな事は無いかな？
 （http://hkchina.exblog.jp/740399/）
　　㉛「不二家」化する日本//菓子メーカー大手の不二家が消費期限・賞味期限の切れた材料を使っ
て洋菓子を製造していた事件は、（…中略…）「不二家」化する大学がいずれ続々と出てくる
だろう。政治家だって似たようなものである。これについては先の書き物の続きを付け足し
ておこう。
 （http://blog.tatsuru.com/2007/01/16_0948.php）
　「白紙」は「①白い紙、②書くべきことが書かれていない紙、③生のままで、なんも手が加わっ
ていない状態」三つの意味がある（『大辞林』より）。「白紙化」は物事が白紙のように何でもない
状態。①の意味で、具象物の意味で、比喩的な意味であると考えられる。「学校化」は、学校にな
るではなく、家庭が学校の役割と同じように変化することを表現している。「撮った写真をパソコ
ンで加工、アルバム化」はデジタル写真をパソコンで加工し、紙性のアルバムのように見えるよう
にすることである。伝統的意味の「アルバム」と形式的に異なっている。「アルバムのように加工
したり」と考えられるだろう。
　「携帯のiPod化」とは、「携帯電話をiPodが備わっているある機能を備わるようになる」と解釈
できる。「下書きは鉛筆化です」は「鉛筆を使って、下書きする」或いは「下書きを鉛筆にする」
という意味だろう。「日本の様に総バナナ化する」の「バナナ」は元の意味を失って、「バナナのよ
うな外側が黄色い（アジア系の皮膚）、内側が白い（欧米系の習慣）の意味」である。一見、具象
物に見える「バナナ」が、比喩的な意味を持ち、抽象物と理解してもよいと思われる。「日本の様
に総バナナ化する」は「バナナのような人間」の意味で、抽象的な意味となっている。「不二家化」 、
「iPod化」は「典型的な特徴」（クオリア構造の目的役割に属する ）を利用している。
　以上のように、「化」の前接部に具象物を接続するが、「具象物+化」全体が抽象的な意味を表す
ようになる。さらに、これらの例を分析したところ、「家庭と地域の学校化」「白紙化」「携帯の
iPod化」「日本の様に総バナナ化する」「本をテレビ化する」のように、「構成役割の性質」や「構
成成分の性質」の変化を表す場合、具象物が比喩的な意味を取り、抽象的な意味を表すことが分かっ
た。つまり、具体的な意味での学校になるわけではなく、「家庭と地域」が「学校」のような役割
をする、という意味になっているのである。
　これらは国語辞典などに掲載されるというような語彙ではなく、「化」の前接部がどういうもの
14　この例で「不二家」は事件を起こした会社の体質を象徴している。
15　クオリア構造については、影山太郎（2008）を参照
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ざまな語種を受けるようになって、それに伴ってさまざまな表記が行われた。
　さらに接尾辞「－化」によってつくられる語は、意味的にも抽象化して、変化の結果の状態のほ
かに変化の可能性を表現できるようになった。それにともなって現在では前接部に和語動詞を接続
する例が出現するなど、「化」によってつくられる語の意味変化と、前接部の拡大が進行中である
という大きな流れとして捉えることが可能であろう。
　つまり本稿は接尾辞「－化」の展開を、意味変化、形式としての確立、接続する語彙の拡大など
の面で多角的に記述したことになる。
［図１］接尾辞「－化」の成立と展開図
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ほぼ中国と同じであることを述べた。日本の古典語と中国の古典語において「－化」は二字漢字熟
語の前部構成要素であった。日本特有の古典語と思われる例では、「変化後の結果＋化」または名
詞「化」の「～の変化」の語構成であることを明らかにした。また、鎌倉時代『玉葉』に「凡論其
徳望、古今少類者歟、誠是仏法之枢鍵、顕密之棟梁也、于時春秋六十、忽然而煙化、総為世、別為
家、嗟嘆而有余、悲泣而無益、抑人伝云」という例があり、「（人が死んで）煙となる」という表現
も行われた。こういう日本語表現及びその漢字表記を下地として江戸時代に新しく変化が生じた。
　江戸中期蘭学者の訳本の「－化」を調査すると、初出年代を早めたり、古典語の形式をそのまま
利用しつつも意味的には転用したりするというような現象を指摘することができた。特に医学・化
学など、物の内部の質的変化が見られる分野を対象とする科学書において、古典語と同じ単語を用
いながら、意味的には転用し、物の内部の質的変化を表すようになっていることを明らかにした。
また新しい「－化」の語彙が作られた。新しく作られた「－化」の語構成は「手段＋化」「変化後
の結果＋化」であった。
　明治期前後以降における「－化」は接尾辞「－化」が形式的に完成した時期だと思われる。英語
の接尾辞-izeと対応するようになっていることを明らかにした。「□化」の語順が定着したことを
記述した。
　明治中期～大正期の「－化」は「欧州化」「日本化」のような地域名を前接部にとることができ、
前接部が徐々に一字漢字から解放されたことを記述した。その後、前接部がさらに解放され、漢語
のほかカタカナ語・和語・混成語・漢語句相当が前接部として取れるようになったと結論した。「不
安濃化」、「農村の工場地帯化」、「漸次平常化」というような句構造を基盤にもつ複合語を前接部に
受けるようになったのもこの時期の特徴である。接尾辞「－化」は江戸時代の意味的な転用を経て、
この時代には前接部を語彙的に拡張し、さらに前接部においては句構造を持つ前接部をも接続する
ような広がりも見せたということになる（以上、趙2012、同2013）。
　現代日本語においては、前接部がさらに拡大し、従来までは接続しないと考えられてきた動詞に
も接続し、可能表現として用いられたり、習慣化された状態にもちこむことを表したりする用法が
生じている。また「不二家」などの固有名詞に接続して、その語が持つ典型的な特徴を代表させて、
抽象的な意味として表現したりすることが生じたと結論した。
　これを［図１］にまとめてみると、以下のことが分かる。
　接尾辞「－化」は最初、二字漢語の後部要素として用いられたが、科学的な変化を表す場合にも
転用され、もともと「－化」が持っていた「変化」という意味を利用して、「－化」によって語彙
がつくられ、意味的に「変化」を表す接尾辞のような働きを持ちはじめた。それによって字順変化
や造語を生み出した。
　次に形式的にも接尾辞化して、二字漢語の後部要素から切り出され、前接部にさまざまな地域名・
固有名詞を受けるようになった。さらに、前接部に漢語だけでなく、カタカナ語や和語など、さま
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ざまな語種を受けるようになって、それに伴ってさまざまな表記が行われた。
　さらに接尾辞「－化」によってつくられる語は、意味的にも抽象化して、変化の結果の状態のほ
かに変化の可能性を表現できるようになった。それにともなって現在では前接部に和語動詞を接続
する例が出現するなど、「化」によってつくられる語の意味変化と、前接部の拡大が進行中である
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の面で多角的に記述したことになる。
［図１］接尾辞「－化」の成立と展開図
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のほかカタカナ語・和語・混成語・漢語句相当が前接部として取れるようになったと結論した。「不
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ような広がりも見せたということになる（以上、趙2012、同2013）。
　現代日本語においては、前接部がさらに拡大し、従来までは接続しないと考えられてきた動詞に
も接続し、可能表現として用いられたり、習慣化された状態にもちこむことを表したりする用法が
生じている。また「不二家」などの固有名詞に接続して、その語が持つ典型的な特徴を代表させて、
抽象的な意味として表現したりすることが生じたと結論した。
　これを［図１］にまとめてみると、以下のことが分かる。
　接尾辞「－化」は最初、二字漢語の後部要素として用いられたが、科学的な変化を表す場合にも
転用され、もともと「－化」が持っていた「変化」という意味を利用して、「－化」によって語彙
がつくられ、意味的に「変化」を表す接尾辞のような働きを持ちはじめた。それによって字順変化
や造語を生み出した。
　次に形式的にも接尾辞化して、二字漢語の後部要素から切り出され、前接部にさまざまな地域名・
固有名詞を受けるようになった。さらに、前接部に漢語だけでなく、カタカナ語や和語など、さま
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治43年、『青年』明治43～44年、『妄想』明治44年、『彼岸過迄』明治45年、『興津弥五右衛門の遺
書』明治45年、『雁』明治44～大正４年、『行人』大正元年～２年、『硝子戸の中』大正４年、『明
暗』大正５～大正６、『惜みなく愛は奪う』大正６年、『多情仏心』大正11年～12年、『青銅の基督』
大正12年、『侏儒の言葉・西方の人』大正12年～大正14、『文芸的な、余りに文芸的な』昭和２年、
『放浪記』昭和３年、『縮図』昭和16年、『焼跡のイエス』昭和21年、『処女懐胎』昭和22年、『人
間失格』昭和23年、『草の花』昭和32年、『パニック』昭和32年、『裸の王様』昭和32年、『あすな
ろ物語』昭和33年、『砂の女』昭和37年、『沈黙』昭和41年、『黒い雨』昭和41年、『青春の蹉跌』
昭和43年、『剣客商売』昭和47-平成１年、『山本五十六』昭和52年、『若き数学者のアメリカ』昭
和52年、『人民は弱し、官吏は強し』昭和53年、『女社長に乾杯！』昭和57年、『世界の終わりとハー
ドボイルド･ワンダーランド』昭和60年
CD-ROM『毎日新聞　1997』『中日春秋　1997』毎日新聞社
『強い企業をつくる「見える」仕組み』2005東洋経済新報社
『分類語彙表―増補改訂版』（2004）大日本図書株式会社
付記
　本稿は日本学会2012年度春季大会での口頭発表（於千葉大学西千葉キャンパス）「漢語接尾辞「－化」の史的
変遷」の後半部分を元に、さらに新たにデータを追加し、再構築したものである。
　発表に際して有益なご教示をくださった方々に感謝申し上げる。また、本稿は2016年５月提出の未公刊博士論
文『漢語接尾辞「－化」の成立と意味用法の拡張についての研究』の第七章の一部を取り出し、論文形式に整え
たものである。
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『神戸大学附属図書館デジタル版新聞記事文庫』
『朝日新聞』（聞蔵Ⅱビジュアルによる）
CD-ROM『新潮文庫の100冊』新潮社
　『浮雲』明治20年、『舞姫』明治23年、『武蔵野』明治31年、『金色夜叉』明治30～35年、『倫敦塔』
明治37年、『吾輩は猫である』明治38年、『カーライル博物館』明治38年、『幻影の盾』明治38年、『琴
のそら音』明治38年、『一夜』明治38年、『薤露行』明治38年、『趣味の遺伝』明治39年、『其面影』
明治39年、『坊っちゃん』明治39年、『二百十日』明治39年、『草枕』明治39年、『平凡』明治40年、
『虞美人草』明治40年、『坑夫』明治40年、『蒲団』明治40年、『生』明治41年、『三四郎』明治41年、
『婦系図』明治41年、『文鳥』明治41年、『牛肉と馬鈴薯・酒中日記』『ヰタ・セクスアリス』明治
42年、『田舎教師』明治42年、『それから』明治42年、『杯』明治43年、『門』明治43年、『土』明
